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石
井
町
長

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
清
々
し
く
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
町
政
の
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
に
わ
た
り
、
温
か
い
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
国
民
の
絶
大
な
支
持

を
集
め
た
小
泉
首
相
か
ら
安
倍
新

首
相
へ
と
政
権
交
代
が
あ
り
ま
し

た
。
安
倍
内
閣
は
、
小
泉
内
閣
が

進
め
て
き
た
「
改
革
」
路
線
を
継

承
し
、
実
行
す
る
こ
と
を
明
言
し

て
い
ま
す
。
国
の
構
造
改
革
、
財

政
改
革
に
よ
り
、
地
方
自
治
体
は
、

ま
す
ま
す
厳
し
い
行
政
運
営
を
強

い
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
硬
直
化
す

る
財
政
事
情
に
あ
っ
て
、
子
育
て

支
援
、
高
齢
者
や
障
害
者
福
祉
、

教
育
環
境
の
充
実
、
道
路
や
排
水

な
ど
社
会
基
盤
の
整
備
、
防
火
対

策
な
ど
山
積
す
る
行
政
需
要
に
的

確
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
職
員

が
一
丸
と
な
り
、
行
財
政
改
革
を

進
め
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営
に

全
身
全
霊
を
か
け
て
取
り
組
む
こ

と
が
必
要
で
す
。
こ
の
こ
と
を
肝

に
銘
じ
て
職
務
に
取
り
組
み
ま
す

の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
毎
年　

月
に
京
都
の
清

１２

水
寺
で
そ
の
年
の
世
相
を
象
徴
す

る
漢
字
が
「
今
年
の
漢
字
」
と
し

て
発
表
さ
れ
ま
す
。
昨
年
の
漢
字

は
「
命
」
で
し
た
。

　

い
つ
の
世
も
命
ほ
ど
大
切
な
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
昨

年
は
い
じ
め
に
よ
る
子
供
た
ち
の

自
殺
、
児
童
虐
待
、
ま
た
飲
酒
運

転
な
ど
の
無
謀
な
事
故
や
悪
質
な

事
件
で
、
限
り
な
い
夢
と
未
来
を

与
え
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
子
供
た

ち
の
命
が
奪
わ
れ
る
と
い
う
暗
い

ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
本
当

に
痛
ま
し
く
、
悲
し
く
、
全
て
の

人
々
に
命
の
大
切
さ
を
訴
え
る
出

来
事
で
し
た
。
こ
の
様
な
こ
と
が

二
度
と
起
こ
ら
な
い
よ
う
願
わ
ず

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

本
町
は
、「
命
」
を
大
切
に
す
る

行
政
運
営
を
心
に
期
し
て
、
皆
様

の
生
活
が
安
心
で
安
全
で
あ
る
よ

う
、
安
定
し
た
町
づ
く
り
に
全
力

で
取
り
組
み
ま
す
こ
と
を
新
年
の

誓
い
と
し
、
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

 　
　
　
　
 
　
石
井
町
議
会
議
長

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希

望
に
満
ち
た
新
し
い
年
の
始
ま
り

を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活

に
不
穏
な
影
を
落
と
す
出
来
事
が

数
多
く
発
生
す
る
な
ど
、
と
も
す

れ
ば
重
苦
し
い
気
分
に
な
り
が
ち

な
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
の
経
済
も
ず
い
ぶ
ん
明
る

い
見
通
し
が
い
ろ
い
ろ
と
言
わ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
経
済
雇
用
状
況
が
続
い
て
お

り
、
社
会
全
体
に
閉
塞
感
や
将
来

に
対
す
る
不
安
が
漂
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
国
に
お
き
ま
し
て
も
、
三

位
一
体
改
革
を
は
じ
め
、
国
か
ら

地
方
へ
、
官
か
ら
民
へ
と
改
革
が

加
速
度
的
に
進
み
大
き
く
変
貌
し

つ
つ
あ
り
、
極
め
て
厳
し
い
状
況

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

石
井
町
も
現
在
厳
し
い
行
財
政

運
営
を
迫
ら
れ
て
お
り
、
議
会
議

員
の
定
数
削
減
を
す
る
こ
と
も
決

定
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う

な
時
こ
そ
、
決
意
を
新
た
に
地
域

住
民
の
代
表
と
し
て
、
そ
の
責
務

と
役
割
の
重
大
さ
を
深
く
自
覚
し
、

豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
な
が
ら
、

地
域
社
会
発
展
の
た
め
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
議
会
に
課
せ
ら

れ
た
責
務
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
も
、
皆
様
の
声
を
し
っ
か

り
と
受
け
止
め
ご
期
待
に
添
え
る

よ
う
努
力
を
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
新
し
い
年
を
明
る

く
楽
し
く
元
気
に
過
ご
さ
れ
ま
す

よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
し
て
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。 

（２）平成１９年１月２８日広 報 い し い第１３７号

　

１
月
７
日
（
日
）
に
石
井
中

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
新
春
恒
例

の
消
防
出
初
め
式
が
行
わ
れ
、

消
防
団
員
ら
２
３
９
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

永
年
消
防
活
動
等
に
功
労
の

あ
っ
た
団
員
ら
に
表
彰
状
や
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
の
は
、
次
の

方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

蘆
徳
島
県
知
事
表
彰

【
個
人
表
彰
】

名
西
消
防
組
合　

消
防
司
令

 　
　
　
　
　
　
 
西
田　

照
夫

石
井
分
団　

副
分
団
長

 　
　
　
　
　
　
 
櫻
木　

栄
一

高
川
原
分
団　

副
分
団
長

 　
　
　
　
　
　
 
久
米　

清
文

高
原
分
団
第
１
部  

明
石　

陽
一

高
川
原
分
団
第
３
部民　
　

周
司

　
蘆
徳
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

【
功
績
章
】

高
川
原
分
団
第
５
部　

班
長

 　
　
　
　
　
　
 
久
米　

博
文

石
井
分
団
第
７
部  

篠
原　

博
文

石
井
分
団
第
９
部  

山
下　

益
生

浦
庄
分
団
第
４
部  

新
井　

光
次

【
精
績
章
】

石
井
分
団
第
７
部　

部
長

 　
　
　
　
　
　
 
久
米　

貴
弘

石
井
分
団
第
４
部　

班
長

 　
　
　
　
　
　
 
中
野　

茂
樹

浦
庄
分
団
第
３
部  

宮
北　

隆
右

高
原
分
団
第
１
部  

伊
原　
　

実

年
頭
の

　
　

ご
あ
い
さ
つ

平成１９年平成１９年  消防出初め消防出初め式式



 
●
平
成
十
八
年
度
石
井
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

　

補
正
額

三
億
八
、
七
一
五
万
六
千
円

　

予
算
の
総
額

七
八
億
五
、
〇
五
九
万
二
千
円

　

主
な
歳
出
の
内
容

蘆
退
職
手
当
組
合
負
担
金

 　
　
　
　
 
二
、
一
七
〇
万
五
千
円

蘆
障
害
者
介
護
給
付
費

 　
　
　
　
 
四
、
二
〇
六
万
二
千
円

蘆
藍
畑
小
学
校
運
動
場
用
地
購
入

事
業 　
　
 
三
億
五
七
万
四
千
円

蘆
児
童
手
当 　
 
三
、
一
三
七
万
円

蘆
町
道
新
設
改
良
事
業

 　
　
　
　
 
一
、
七
〇
八
万
七
千
円

　

主
な
歳
入
の
内
容

蘆
地
方
特
例
交
付
金

 　
　
　
　
 
一
、
八
六
三
万
九
千
円

蘆
地
方
交
付
税

 　
　
 
二
億
四
、
六
一
六
万
三
千
円

蘆
繰
入
金 　
　
 
一
、
四
三
〇
万
円

　
　
補　

正　

予　

算

●
平
成
十
八
年
度
石
井
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
二
号
）

　

補
正
額

七
、
七
四
九
万
七
千
円

　

予
算
の
総
額

二
七
億
六
、
二
八
〇
万
四
千
円

　

主
な
歳
出
の
内
容

蘆
退
職
被
保
険
者
等
診
療
報
酬
給

付
費 　
　
　
　
　
　
 
七
千
万
円

蘆
退
職
被
保
険
者
等
高
額
療
養
費  

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
四
百
万
円

　

主
な
歳
入
の
内
容

蘆
療
養
給
付
費
等
交
付
金

 　
　
　
　
 
八
、
三
六
九
万
一
千
円

●
平
成
十
八
年
度
石
井
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
二

号
）

　

補
正
額

一
〇
一
万
三
千
円

　

予
算
の
総
額

二
一
億
六
、
三
八
六
万
六
千
円

　

主
な
歳
出
の
内
容

蘆
介
護
認
定
審
査
会
費

 　
　
　
　
　
　
　
 
九
四
万
八
千
円

蘆
成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
事
業

 　
　
　
　
　
　
　
 
十
九
万
三
千
円

　

主
な
歳
入
の
内
容

蘆
繰
入
金 　
　
　
　
　
 
九
六
万
円

●
平
成
十
八
年
度
石
井
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

　

補
正
額

△
五
、
六
六
七
万
三
千
円

　

予
算
の
総
額

七
七
億
九
、
三
九
一
万
九
千
円

　

主
な
歳
出
の
内
容

蘆
職
員
の
異
動
等
に
よ
る
給
料
の

変
動
分

 　
　
　
 
△
三
、
三
一
二
万
四
千
円

　

歳
入
の
内
容

蘆
繰
入
金

 　
　
　
 
△
五
、
六
六
七
万
三
千
円

●
平
成
十
八
年
度
石
井
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
三
号
）

　

補
正
額

△
一
、
〇
六
五
万
七
千
円

　

予
算
の
総
額

二
七
億
五
、
二
一
四
万
七
千
円

　

主
な
歳
出
の
内
容

蘆
職
員
の
異
動
等
に
よ
る
給
料
の

変
動
分 　
 
△
五
三
八
万
一
千
円

　

歳
入
の
内
容

蘆
繰
入
金

 　
　
　
 
△
一
、
〇
六
五
万
七
千
円

（３） 平成１９年１月２８日　第１３７号広 報 い し い

藍
畑
分
団
第
３
部　

部
長

 　
　
　
　
　
　
 
大
久
保
賢
治

藍
畑
分
団
第
３
部  

坂
東　

一
学

高
川
原
分
団
第
２
部

井
内　

俊
久

蘆
徳
島
県
消
防
協
会

 　
 
名
西
地
方
分
会
長
表
彰

高
原
分
団
第
３
部　

班
長

 　
　
　
　
　
　
 
佐
々
木
誠
一

石
井
分
団
第
１
部  

藤
本　

義
信

石
井
分
団
第
１
部  

阿
部　

泰
司

石
井
分
団
第
２
部　

班
長

 　
　
　
　
　
　
 
福
田　

的
也

石
井
分
団
第
４
部  

増
田　

隆
史

浦
庄
分
団
第
１
部  

柏
谷　

隆
弘

浦
庄
分
団
第
４
部  

久
保　

晃
一

藍
畑
分
団
第
１
部  

大
磯　

正
和

藍
畑
分
団
第
１
部  

小
川　
　

元

藍
畑
分
団
第
５
部  

井
上　

直
樹

高
川
原
分
団
第
２
部佐

藤　

源
人

蘆
石
井
町
長
表
彰

浦
庄
分
団
第
１
部  

木
下　

一
夫

石
井
分
団
第
６
部  

木
村　

浩
明

浦
庄
分
団
第
４
部  

天
羽　
　

昇

高
原
分
団
第
４
部  

川
島　
　

淳

藍
畑
分
団
第
４
部　

班
長

 　
　
　
　
　
　
 
板
東　

和
宏

藍
畑
分
団
第
５
部　

班
長

 　
　
　
　
　
　
 
川
口　

利
文

高
川
原
分
団
第
１
部

清
重　

武
彦

高
川
原
分
団
第
１
部　

班
長

 　
　
　
　
　
　
 
井
内　

健
治

蘆
退
職
消
防
団
員
感
謝
状

元
藍
畑
分
団
第
５
部　

部
長

 　
　
　
　
　
　
 
武
知　

勝
典

元
石
井
分
団
第
１
部

伊
延　

徹
哉

元
石
井
分
団
第
１
部

吉
田　

健
二

元
石
井
分
団
第
３
部　

班
長

 　
　
　
　
　
　
 
中
村　

優
樹

元
高
原
分
団
第
１
部

山
口　

敏
広

元
高
原
分
団
第
４
部　

部
長

 　
　
　
　
　
　
 
筒
井　

洋
司

元
藍
畑
分
団
第
１
部

六
條　

研
一

元
藍
畑
分
団
第
３
部

浜
野　

浩
二

元
高
川
原
分
団
第
１
部

 　
　
　
　
　
　
 
久
米　

孝
弘

元
高
川
原
分
団
第
５
部

 　
　
　
　
　
　
 
星
崎　

英
児

蘆
石
井
警
察
署
長
感
謝
状

【
防
犯
功
労
】

石
井
分
団
第
１
部　

部
長

 　
　
　
　
　
　
　
 
竹
内　

富
男

石
井
分
団
第
３
部　

部
長

 　
　
　
　
　
　
　
 
福
島　

啓
之

高
川
原
分
団
第
５
部　

部
長

 　
　
　
　
　
　
　
 
川
端　

康
雄

　

平
成
十
八
年
第
四
回
定
例
町
議
会
を
十
二
月
十
三
日
か
ら
十

二
月
二
十
一
日
ま
で
の
九
日
間
の
日
程
で
開
催
し
ま
し
た
。
本

定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
は
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会
だだだだだだだだだだ
よよよよよよよよよよ
りりりりりりりりりり

議
会
だ
よ
り



●
平
成
十
八
年
度
石
井
町
給
与
集

中
管
理
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）

　

補
正
額

△
五
、
七
一
八
万
二
千
円

　

予
算
の
総
額

一
四
億
四
、
四
一
四
万
七
千
円

　

歳
出
の
内
容

蘆
給
与
集
中
管
理
費

 　
　
　
 
△
五
、
七
一
八
万
二
千
円

　

歳
入
の
内
容

蘆
給
与
振
替
収
入

 　
　
　
 
△
五
、
七
一
八
万
二
千
円

●
平
成
十
八
年
度
石
井
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三

号
）

　

補
正
額

一
、
二
二
〇
万
八
千
円

　

予
算
の
総
額

二
一
億
七
、
六
〇
七
万
四
千
円

　

主
な
歳
出
の
内
容

蘆
職
員
の
異
動
等
に
よ
る
給
料
の

変
動
分 　
　
 
六
二
二
万
一
千
円

　

歳
入
の
内
容

蘆
繰
入
金

 　
　
　
　
 
一
、
二
二
〇
万
八
千
円

 
●
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

藍
畑
小
学
校
運
動
場
等
用
地
と

し
て
買
収
す
る
土
地
に
つ
い
て
、

議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及

　
　
そ　

の　

他

び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す

る
条
例
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
議
会
の
議
決
を
得
ま
し

た
。

●
徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
の
設
立
に
つ
い
て

　

徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
を
設
け
る
た
め
、
地
方
自
治

法
第
二
百
九
十
一
条
の
十
一
の
規

定
に
基
づ
き
、
そ
の
規
約
を
定
め

る
こ
と
の
協
議
に
つ
き
議
会
の
議

決
を
得
ま
し
た
。

 
●
飲
酒
運
転
撲
滅
に
関
す
る
決
議

に
つ
い
て

　

飲
酒
運
転
撲
滅
と
交
通
事
故
の

な
い
社
会
の
実
現
に
向
け
て
の
不

断
の
努
力
を
払
う
こ
と
が
決
議
さ

れ
ま
し
た
。

●
道
路
整
備
の
促
進
と
道
路
財
源

の
確
保
に
関
す
る
意
見
書
に
つ

い
て

　

道
路
整
備
の
促
進
と
道
路
財
源

の
確
保
に
関
す
る
意
見
書
を
衆
参

両
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
財

務
大
臣
、
総
務
大
臣
、
国
土
交
通

大
臣
、
経
済
財
政
政
策
担
当
大
臣

に
提
出
し
ま
し
た
。

 
●
平
島
土
地
改
良
区
組
合
員
の
意

思
統
一
が
出
来
て
い
な
い
状
況

　
　
議
員
提
出
議
案

　
　
請　
　

願

で
の
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
の
実
施

に
同
意
で
き
な
い
旨
の
請
願
書

　

平
島
土
地
改
良
区
組
合
員
の
意

思
統
一
が
出
来
て
い
な
い
状
況
で

の
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
の
実
施
に
同

意
で
き
な
い
旨
の
請
願
書
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

不
採
択

●
消
費
税
の
税
率
引
き
上
げ
に
反

対
す
る
請
願

●
乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
拡
充
を

求
め
る
請
願
書

●
住
民
の
暮
ら
し
を
守
り
、
公
共

サ
ー
ビ
ス
拡
充
を
求
め
る
請
願

●
教
育
基
本
法
改
正
法
案
の
慎
重

な
審
議
を
求
め
る
請
願
書

●
老
年
者
控
除
、
公
的
年
金
等
控

除
、
定
率
減
税
の
縮
小
や
廃
止

を
や
め
、
も
と
に
戻
す
請
願

●
最
低
保
障
年
金
制
度
の
実
現
を

求
め
る
請
願

  　

阿
波
ク
リ
ー
ン
株
式
会
社
と
業

務
委
託
契
約
を
締
結
し
、　

月
１

１０

日
よ
り
、
委
託
業
務
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

心
配
さ
れ
た
混
乱
や
ト
ラ
ブ
ル

町　
政　
の　
概　
要

一
般
廃
棄
物
の
収
集
運
搬
業
務

の
民
間
委
託
に
つ
い
て

（４）平成１９年１月２８日広 報 い し い第１３７号

特　　別　　会　　計

一 般 会 計

会　計　名

区　　分
介 護 保 険
特 別 会 計

給与集中管理
特 別 会 計

住宅新築資金
等貸付事業
特 別 会 計

老 人 保 健
特 別 会 計

国民健康保険
特 別 会 計

１,８２７,０３７１,４６６,３４９３６,８０１２,９３８,４０４２,５１６,６０５７,３８７,９２４歳 入 総 額

１,７５６,６５０１,４６６,３４９３２,７０４２,９６９,２２３２,３０９,３６４７,１３４,９０４歳 出 総 額

７０,３８７０４,０９７△３０,８１９２０７,２４１２５３,０２０歳 入 歳 出 差 引 額

０００００３,０６９繰越明許費繰越額
（翌年度へ繰り越すべき財源）

７０,３８７０４,０９７△３０,８１９２０７,２４１２４９,９５１実 質 収 支 額

●　平　成　１７　年　度　決　算　●
　町行政全般をまかなう一般会計の平成１７年度決算額は、歳入総額７３億８,７９２万４千円、

歳出総額７１億３,４９０万４千円で、歳入歳出差し引き２億５,３０２万円の黒字でした。

（単位：千円）



も
な
く
、
ま
ず
は
順
調
に
移
行
で

き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
事
業
の
実
施
状
況
等

を
注
意
深
く
監
視
し
、
必
要
に
応

じ
て
指
導
を
行
う
な
ど
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
更
な
る
向
上
の
た
め
、

円
滑
な
事
務
運
営
に
努
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

 　

藍
畑
地
域
住
民
の
方
か
ら
要
望

の
あ
っ
た
、
藍
畑
字
東
覚
円
に
あ

る
マ
ル
キ
ン
忠
勇
株
式
会
社
の
工

場
跡
地
に
つ
い
て
は
、
町
が
こ
れ

を
買
収
し
ま
す
。

　

こ
の
土
地
は
、
藍
畑
小
学
校
に

隣
接
し
て
お
り
、
良
好
な
教
育
環

境
を
保
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
現

在
、
藍
畑
小
学
校
と
幼
稚
園
が
共

用
し
て
い
る
運
動
場
の
狭
小
問
題

を
解
決
す
る
と
と
も
に
、
老
朽
化
、

耐
震
化
等
の
問
題
を
抱
え
る
町
立

の
幼
稚
園
お
よ
び
保
育
所
の
建
て

替
え
等
を
視
野
に
入
れ
、
幼
保
一

元
施
設
の
建
設
を
計
画
し
、
子
育

て
支
援
事
業
等
の
充
実
を
図
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 　
　

歳
以
上
の
者
が
加
入
す
る
新

７５
た
な
独
立
し
た
医
療
制
度
「
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
」
が
、
平
成　
２０

年
４
月
よ
り
施
行
さ
れ
ま
す
。

土
地
の
買
収
に
つ
い
て

高
齢
福
祉
事
業
に
つ
い
て

　

制
度
の
運
営
主
体
と
な
る
広
域

連
合
は
、
県
内
す
べ
て
の
市
町
村

が
加
入
し
、
設
置
す
る
も
の
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
広
域
連
合
設
立
準
備
委

員
会
に
お
い
て
、
保
険
料
の
賦

課
・
資
格
管
理
・
給
付
・
電
算
・

総
務
の
五
部
会
を
編
成
し
広
域
連

合
設
立
に
向
け
、
そ
れ
ぞ
れ
諸
準

備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

 　

平
成　

年
４
月
に
障
害
者
自
立

１８

支
援
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
障
害
者
基
本
法
に
基
づ
く

「
障
害
者
計
画
」
と
障
害
者
自
立

支
援
法
に
基
づ
く
「
障
害
福
祉
計

画
」
の
策
定
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

障
害
の
あ
る
方
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
計
画
と
す
る
た
め
、

策
定
に
向
け
て
の
委
員
会
を
設
置

し
、
こ
の
ほ
ど
第
一
回
目
の
石
井

町
障
害
者
計
画
・
障
害
福
祉
計
画

策
定
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
策
定
に
よ
り
、
障
害

者
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
障
害
者
福
祉

の
充
実
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

 　

国
土
交
通
省
都
市
・
地
域
整
備

障
害
福
祉
事
業
に
つ
い
て

建
設
課
関
係
の
事
業
に
つ
い
て

局
所
管
補
助
事
業
、
石
井
駅
・
山

路
線
街
路
新
設
事
業
に
つ
い
て
は
、

一
部
改
良
工
事
を
９
月
下
旬
に
発

注
し
、
年
度
内
に
完
了
予
定
で
あ

り
、
平
成　

年
度
共
用
開
始
に
向

１９

け
、
鋭
意
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
国
土
交
通
省
道
路
局
所

管
補
助
事
業
と
し
て
幹
線
道
路
の

整
備
を
進
め
て
い
る
町
道
高
原　
３３

号
線
改
良
事
業
に
つ
い
て
は
、
本

年
度
目
標
の
約
８
割
の
用
地
を
契

約
済
み
で
あ
り
、
残
り
の
用
地
に

つ
い
て
も
随
時
交
渉
を
進
め
て
い

ま
す
。

  　

経
済
産
業
省
は
、
パ
ロ
マ
工
業

（
株
）
製
の
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
７

機
種
に
つ
い
て
、
一
酸
化
炭
素
中

毒
事
故
の
恐
れ
の
あ
る
こ
と
か
ら
、

同
社
に
対
し
回
収
・
点
検
な
ど
、

消
費
生
活
用
製
品
安
全
法
第
八
十

二
条
に
基
づ
く
緊
急
命
令
を
発
動

し
て
い
ま
す
。

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせお知らせ
IIIIIIIIIIIIIIIIIIIINNNNNNNNNNNNNNNNNNNNFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFOOOOOOOOOOOOOOOOOOOORRRRRRRRRRRRRRRRRRRRMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMAAAAAAAAAAAAAAAAAAAATTTTTTTTTTTTTTTTTTTTIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIOOOOOOOOOOOOOOOOOOOONNNNNNNNNNNNNNNNNNNNINFORMATION

急　
　

告

　

該
当
製
品
を
使
用
し
て
い
る
場

合
は
、
至
急
事
業
者
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

○
該
当
製
品

パ
ロ
マ
工
業
（
株
）
製
半
密
閉
式

ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
７
機
種

・
Ｐ
Ｈ
―
８
１
Ｆ
・
Ｐ
Ｈ
―
８
２

Ｆ
・
Ｐ
Ｈ
１
０
１
Ｆ
・
Ｐ
Ｈ
１
０

２
Ｆ
・
Ｐ
Ｈ
１
３
１
Ｆ
・
Ｐ
Ｈ
―

１
３
２
Ｆ
・
Ｐ
Ｈ
１
６
１
Ｆ

※
事
業
者
連
絡
先

蕁
０
１
２
０
―
３
１
４
―
５
５
２

 　

自
動
車
事
故
が
原
因
で
死
亡
ま

た
は
重
度
後
遺
障
害
者
と
な
ら
れ

た
場
合
に
、
交
通
遺
児
等
へ
の
育

成
資
金
貸
付
と
重
度
後
遺
障
害
者

へ
の
介
護
料
支
給
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

対
象
者
や
金
額
な
ど
詳
細
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対

策
機
構
徳
島
支
所

 　
　
　
　
 
蕁
６
３
１
―
７
７
９
９

 　

入
学
金
や
授
業
料
、
教
科
書
代
、

ア
パ
ー
ト
の
敷
金
、
家
賃
な
ど
入

学
時
や
在
学
中
に
必
要
と
な
る
資

金
を
融
資
す
る
公
的
制
度
と
し
て
、

国
民
生
活
金
融
公
庫
の
「
国
の
教

育
ロ
ー
ン
」
が
あ
り
ま
す
。

ご
存
じ
で
す
か

国
の
教
育
ロ
ー
ン

融
資
額　

学
生
・
生
徒
１
人
あ
た

り
２
０
０
万
円
以
内

融
資
期
間　
　

年
以
内
（
在
学
期

１０

間
以
内
で
元
金
据
え
置
き
が
可

能
）

利
率　

年
２
・
３
％
（
固
定
金
利

平
成　

年　

月　

日
現
在
）

１８

１１

１０

※
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー

 　
 
蕁
０
５
７
０
―
０
０
８
６
５
６

国
民
生
活
金
融
公
庫
徳
島
支
店

 　
　
　
　
 
蕁
６
２
２
―
７
２
７
１

 　

家
庭
裁
判
所
で
は
、
民
間
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
、
少
年
の

「
補
導
委
託
先
」
と
し
て
協
力
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
「
補
導
委
託
」
と
は
、
家
庭
裁
判

所
が
少
年
の
最
終
的
な
処
分
を
決

め
る
前
に
、
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
に
、
非
行
の
あ
っ
た
少
年

を
し
ば
ら
く
の
間
預
け
、
少
年
に

仕
事
や
通
学
を
さ
せ
な
が
ら
、
生

活
指
導
を
し
て
も
ら
う
と
い
う
制

度
で
す
。

　

家
庭
裁
判
所
で
は
、
必
要
な
と

き
に
適
切
な
補
導
委
託
先
に
少
年

を
預
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

補
導
委
託
先
に
な
っ
て
い
た
だ
け

る
方
を
求
め
て
い
ま
す
。

※
徳
島
家
庭
裁
判
所

 　
　
　
　
 
蕁
６
５
２
―
３
１
４
１ 

家
庭
裁
判
所
の
補
導
委
託
制
度

（５） 平成１９年１月２８日　第１３７号広 報 い し い



 
※
徳
島
労
働
局
賃
金
室

 　
　
　
　
 
蕁
６
５
２
―
９
１
６
５

 　

農
業
者
だ
け
が
加
入
で
き
る
農

業
者
年
金
の
メ
リ
ッ
ト
と
は
？

メ
リ
ッ
ト
１

　

少
子
高
齢
化
を
先
取
り
し
た
、

将
来
の
年
金
支
給
に
必
要
な
年
金

原
資
を
加
入
者
自
身
で
積
み
立
て

最
低
賃
金
改
正
の
お
知
ら
せ

新
農
業
者
年
金
に

　
　

加
入
し
ま
し
ょ
う

て
い
く
「
積
み
立
て
方
式
」
で
、

財
政
上
安
定
し
た
制
度
で
す
。

　

な
お
、
年
金
給
付
額
は
、
加
入

者
が
納
め
た
保
険
料
と
そ
の
運
用

益
に
よ
り
額
が
決
定
す
る
「
確
定

拠
出
型
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
２

　

国
か
ら
の
保
険
料
助
成
（
他
の

公
的
年
金
に
は
な
い
特
典
）

　

農
業
者
年
金
は
、
農
業
の
担
い

手
を
確
保
す
る
と
い
う
農
業
政
策

の
柱
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
関

係
で
、
認
定
農
業
者
や
青
色
申
告

者
等
の
意
欲
あ
る
担
い
手
に
対
し

て
、
国
か
ら
の
政
策
支
援
と
し
て

の
保
険
料
助
成
が
あ
る
唯
一
の
政

策
年
金
で
す
。

メ
リ
ッ
ト
３

　

納
付
し
た
保
険
料
の
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

メ
リ
ッ
ト
４

　

死
亡
の
場
合
に
は
、　

歳
ま
で

８０

受
け
取
る
予
定
で
あ
っ
た
年
金
額

が
一
時
金
と
し
て
支
払
わ
れ
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
５

　

月
額
保
険
料
は
２
万
円
（
通
常

保
険
料
）
か
ら
千
円
刻
み
で
最
高

６
万
７
千
円
ま
で
自
由
に
選
択
で

き
ま
す
。

※
農
業
委
員
会

 　
　
　
　
 
蕁
６
７
４
―
７
５
０
７

 　

障
害
の
あ
る
人
、
そ
の
保
護
者
、

介
護
者
な
ど
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、

必
要
な
情
報
の
提
供
や
、
権
利
擁

護
に
必
要
な
援
助
を
行
っ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
相
談
支
援
事
業
所

（
主
に
身
体
障
害
の
あ
る
方
）

名
西
地
区
在
宅
障
害
者
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
（
有
誠
園
内
）

石
井
字
城
ノ
内
５
６
３

 　
　
　
　
 
蕁
６
７
４
―
７
２
８
２

（
主
に
知
的
障
害
の
あ
る
方
、
精

神
障
害
の
あ
る
方
）

れ
も
ん

石
井
字
白
鳥　

―
１

７３

 　
　
　
　
 
蕁
６
７
４
―
１
３
３
３

（
主
に
精
神
障
害
の
あ
る
方
）

こ
と
じ

上
板
町
佐
藤
塚
字
東
１
７
９
―
７

 　
　
　
　
 
蕁
６
９
４
―
６
６
０
６

 
日
時　

２
月　

日
（
水
）

２１

　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

場
所　

セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル
鴨
島

定
員　

１
０
０
人
程
度

 　
　
　
 （
一
般
の
方
の
聴
講
歓
迎
）

内
容　

我
が
国
の
財
政
等
の
現
状

や
財
務
局
の
業
務
な
ど
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

障
害
者
相
談
支
援
事
業

四
国
財
務
行
政
懇
話
会

　
　
（
１
日
財
務
局
）
開
催

※
徳
島
財
務
事
務
所

 　
　
　
　
 
蕁
６
２
２
―
５
１
８
１

 　

マ
イ
ペ
ー
ス
（
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
）
で
自
宅
学
習
で
き
ま
す
。

　

１
科
目
か
ら
で
も
学
べ
ま
す
。

出
願
受
付
期
限

（
教
養
学
部
・
大
学
院
《
選
科
生
・

科
目
生
》）

２
月　

日
（
木
）
必
着

１５

※
放
送
大
学
徳
島
学
習
セ
ン
タ
ー

（
徳
島
大
学
日
亜
会
館
内
）

 　
　
　
　
 
蕁
６
０
２
―
０
１
５
１

 　

土
砂
災
害
の
危
険
か
ら
身
を
守

る
の
は
あ
な
た
自
身
で
す
。
家
や

職
場
の
周
囲
は
安
全
で
す
か
？

　

危
険
な
場
所
を
点
検
し
、
防
災

情
報
を
収
集
す
る
な
ど
「
日
頃
の

備
え
」
を
万
全
に
し
、
い
ざ
と
な

っ
た
ら
「
早
め
の
避
難
」
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

　

住
民
の
一
人
ひ
と
り
、
土
砂
災

害
に
対
し
的
確
な
判
断
を
し
、
行

動
を
と
る
た
め
に
、
行
政
は
専
門

的
か
つ
技
術
的
な
事
項
に
つ
い
て
、

的
確
な
情
報
提
供
を
は
じ
め
と
す

る
手
助
け
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
「
知
ら
せ
る
努
力
」
の
一

つ
が
、
土
砂
災
害
防
止
法
で
す
。

放
送
大
学
学
生
募
集

　
　

平
成　

年
４
月
入
学

１９

土
砂
災
害
に
備
え
て
！

　

土
砂
災
害
防
止
法
は
、
土
砂
災

害
か
ら
国
民
の
生
命
を
守
る
た
め
、

土
砂
災
害
の
お
そ
れ
の
あ
る
区
域

に
つ
い
て
危
険
の
周
知
、
警
戒
避

難
態
勢
の
整
備
、
住
宅
等
の
新
規

立
地
の
抑
制
、
既
存
住
宅
の
移
転

促
進
等
の
ソ
フ
ト
対
策
を
推
進
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

県
や
市
町
村
で
は
、
基
礎
調
査

の
実
施
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等

の
指
定
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成

を
連
携
し
な
が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

※
徳
島
県
県
土
整
備
部
砂
防
課

 　
　
　
　
 
蕁
６
２
１
―
２
５
４
０

※
国
土
交
通
省
河
川
局
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ　

http://w
w
w
.m
lit.go.jp/ri

ver/

 　

尊
い
生
命
を
救
う
た
め
に
、
救

急
車
の
適
正
な
利
用
が
必
要
で
す
。

　

本
当
に
救
急
車
が
必
要
で
す

か
？
緊
急
で
も
な
い
の
に
、
救
急

車
を
呼
ぶ
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

重
症
患
者
へ
の
必
要
な
救
急
処
置

の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
、
緊
急

性
の
な
い
軽
い
ケ
ガ
や
病
気
の
場

合
は
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
、
日

曜
・
祝
日
当
番
医
、
夜
間
当
番
病

院
、
徳
島
市
夜
間
休
日
急
病
診
療

所
等
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

※
石
井
消
防
署

 　
　
　
　
 
蕁
６
７
４
―
６
７
８
８ 

消
防
署
だ
よ
り

（６）平成１９年１月２８日広 報 い し い第１３７号

効力発生日時間額最低賃金名

平成１８年１０月１日６１７円徳島県最低賃金

平成１５年１２月２１日
（改正なし）６５２円紡績、織物業

平成１８年１２月２１日

７５６円造作材・合板・建築用組立材料
製造業

７６９円一般機械器具製造業

７２２円電気機械器具、情報通信機械器
具、電子部品・デバイス製造業



 　

所
得
税
・
贈
与
税
の
確
定
申
告

は
、
３
月　

日
（
木
）
が
申
告
・

１５

納
付
の
期
限
で
す
。

　

消
費
税
・
地
方
消
費
税
（
個
人

事
業
者
）
の
確
定
申
告
は
、
４
月

２
日
（
月
）
が
申
告
・
納
付
（
税

務
署
）
の
期
限
で
す
。

　

申
告
書
は
自
分
で
書
い
て
、
で

き
る
だ
け
郵
送
等
で
税
務
署
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
納
期
限
ま
で

に
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
納
付
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
振
替
納
税
を
利
用
し
て

い
る
方
は
、
確
実
に
振
替
納
付
が

で
き
る
よ
う
残
高
の
確
認
を
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
口
座
振
替
日

　

所
得
税　

４
月　

日
（
金
）

２０

　

消
費
税
・
地
方
消
費
税

　
　
　
　
　

４
月　

日
（
木
） 

２６

確
定
申
告
と
納
税
は
お
早
め
に
！

◎
注
意

　

原
則
と
し
て
決
め
ら
れ
た
相
談

日
に
申
告
相
談
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

　

た
だ
し
、
都
合
で
来
ら
れ
な
い

場
合
は
、
申
告
期
間
中
の
受
付
時

間
内
で
あ
れ
ば
、
各
地
区
別
に
関

係
な
く
申
告
相
談
を
受
け
付
け
し

ま
す
。

※
税
務
課

 　
　
　
　
 
蕁
６
７
４
―
１
１
１
５

 
確
定
申
告
会
場

ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま

 　
　
　
　
 
３
階
第
２
特
別
会
議
室

（
徳
島
市
山
城
町
東
浜
傍
示
１
）

期
間　

２
月
１
日
（
木
）
〜

 　
　
　
　
　
　
 
３
月　

日
（
木
）

１５

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　

た
だ
し
、
２
月　

日
・　

日
の

１８

２５

日
曜
日
は
確
定
申
告
の
相
談
・
申

告
書
の
受
け
付
け
が
行
わ
れ
ま
す
。

《
受
付
時
間
》

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

◎
注
意

　

こ
の
期
間
、
徳
島
税
務
署
庁
舎

内
で
は
、
確
定
申
告
会
場
を
設
け

て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
駐
車
場
が
混
雑
す
る
こ

と
も
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
で
き

る
だ
け
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※
徳
島
税
務
署

 　
　
　
　
 
蕁
６
２
２
―
４
１
３
１

 　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利

用
し
て
、
確
定
申
告
書
が
簡
単
に

作
成
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
普
通
紙

徳
島
税
務
署
の
確
定
申
告
会
場
は

「
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
」
で
す

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ

ー
」
の
ご
利
用
を

に
出
力
し
て
郵
送
等
で
税
務
署
に

提
出
で
き
ま
す
。（
サ
ー
ビ
ス
提

供
開
始
は
平
成　

年
１
月
中
旬
頃

１９

と
な
っ
て
い
ま
す
。）

※
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ

ス　

http://w
w
w
.nta.go.jp

 　
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ

ー
」
で
作
成
し
た
電
子
申
告
用
デ

ー
タ
を
使
っ
て
、
自
宅
等
の
パ
ソ

コ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
申
告
・
納
税
等
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア

ド
レ
ス　

http://w
w
w
.e-tax.nta.

go.jp

 
場　

所　

中
央
公
民
館

開
催
日

　

２
月
８
日
（
木
）・
９
日
（
金
）

受
付
時
間

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

必
要
書
類

①
確
定
申
告
書
が
送
付
さ
れ
て
い

る
方
は
、
申
告
書
用
紙
（
送
付

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
当
日
交

付
し
ま
す
）

②
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
、

公
的
年
金
以
外
に
収
入
の
あ
る

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ

ー
」
か
ら
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
へ

公
的
年
金
等
の
確
定
申
告

　

説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て

方
は
そ
の
所
得
の
計
算
に
必
要

な
も
の
（
給
与
所
得
の
源
泉
徴

収
票
な
ど
）

③
生
命
保
険
料
、
損
害
保
険
料
の

支
払
い
証
明
書

④
国
民
健
康
保
険
税
の
支
払
額
の

分
か
る
書
類

⑤
国
民
年
金
保
険
料
等
の
支
払
い

を
証
明
す
る
書
類
（
社
会
保
険

料
《
国
民
年
金
保
険
料
》
控
除

証
明
書
な
ど
）

⑥
医
療
費
の
領
収
書
（
原
則
と
し

て
、
平
成　

年
中
に
実
際
に
支

１８

出
し
た
医
療
費
が　

万
円
を
超

１０

え
る
方
）

⑦
印
鑑
、
預
金
口
座
番
号
（
申
請

名
義
人
の
も
の
に
限
る
）
が
分

か
る
も
の
、
筆
記
用
具
、
計
算

用
具
な
ど

※
税
務
課

 　
　
　
　
 
蕁
６
７
４
―
１
１
１
５

徳
島
税
務
署

 　
　
　
　
 
蕁
６
２
２
―
４
１
３
１

 　

償
却
資
産
の
所
有
者
は
申
告
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限　

１
月　

日
（
水
）

３１

提
出
部
数　

１
部

提
出
先　

税
務
課
固
定
資
産
税
係

※
税
務
課

 　
　
　
　
 
蕁
６
７
４
―
１
１
１
５ 

固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）
の

 　
　
　
　
　
　
 
申
告
に
つ
い
て

（７） 平成１９年１月２８日　第１３７号広 報 い し い

税
務
課
か
ら
の

税
務
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

中
央
公
民
館　

２
階
会
議
室

▼
藍
畑
地
区
２
月　

・　

日

１６

１９

▼
高
原
地
区
２
月　

〜　

日

２０

２２

▼
高
川
原
地
区

　

２
月　

日
・　

〜　

日

２３

２６

２８

▼
石
井
地
区

【
旧
石
井
・
重
松
】

　

３
月
１
・
２
・
５
・
６
日

【
城
ノ
内
・
白
鳥
・
尼
寺
・
内
谷
】

　

３
月
７
・
８
日

▼
浦
庄
地
区

　

３
月
９
日
・　

〜　

日

１２

１４

▼
予
備
日　

３
月　

日
１５

《
受
付
時
間
》

午
前
９
時
〜
午
前　

時　

分

１１

３０

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

★
今
年
か
ら
会
場
が
中
央
公
民

館
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
と
会
場
が
変
わ
っ
て
い

る
藍
畑
・
高
原
・
高
川
原
地
区

の
皆
さ
ん
は
お
間
違
え
の
無
い

よ
う
ご
注
意
下
さ
い
。

《
申
告
相
談
日
・
会
場
》

 　
　
　
　
　
 （
土
・
日
を
除
く
）

　

所
得
税
が
か
か
ら
な
い
人
も
、

住
民
税
や
国
民
健
康
保
険
税
の

計
算
に
必
要
で
す
の
で
、
通
知

し
た
日
時
に
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。



国
民
年
金
だ
よ
り

国
民
年
金
だ
よ
り

 　

国
民
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
は
、
毎
年
誕
生
月
に
現
況
届

を
提
出
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、

今
年
の　

月
に
誕
生
日
を
迎
え
る

１２

方
か
ら
は
、
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て

受
給
者
の
皆
さ
ん
の
現
況
確
認
を

行
う
こ
と
と
な
り
、
原
則
と
し
て

現
況
届
の
提
出
が
不
要
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
現
況
届
に

必
ず
住
民
票
コ
ー
ド
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
転
居
後
に
社
会
保
険

事
務
所
へ
住
所
変
更
の
届
け
出
を

し
て
い
な
い
方
、　

歳
前
に
初
診

２０

日
が
あ
る
傷
病
に
よ
る
、
障
害
基

礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
、
加

給
年
金
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
は
、

今
後
も
提
出
が
必
要
で
す
。

※
住
民
課
国
民
年
金
係

 　
　
　
　
 
蕁
６
７
４
―
１
１
１
４

 　

県
内
の
全
社
会
保
険
事
務
所
で

は
、
予
約
制
に
よ
る
年
金
相
談
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

ご
予
約
は
、
相
談
希
望
日
１
カ

月
前
か
ら
お
電
話
ま
た
は
年
金
相

年
金
現
況
届
の
提
出
不
要

予
約
制
に
よ
る
年
金
相
談

談
窓
口
で
お
受
け
い
た
し
て
お
り

ま
す
の
で
最
寄
り
の
社
会
保
険
事

務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ご
予
約
を
受
付
す
る
際
に
は
、

相
談
者
氏
名
・
基
礎
年
金
番
号
・

電
話
番
号
・
相
談
内
容
等
に
つ
い

て
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

第
２
土
曜
日
は
、
９
時　

分
よ

３０

り
午
後
４
時
ま
で
年
金
相
談
が
で

き
ま
す
。
ま
た
予
約
状
況
に
よ
り

ご
希
望
の
日
時
を
調
整
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

※
徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所

 　
　
　
　
 
蕁
６
５
５
―
０
２
０
０

 　

徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、

次
の
日
程
に
て
国
民
年
金
保
険
料

納
付
相
談
所
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
、
口
座

振
替
手
続
き
、
年
金
見
込
額
の
試

算
（
年
齢　

歳
以
上
の
方
）
や
社

５０

会
保
険
に
関
す
る
相
談
も
出
来
ま

す
。
な
お
、
当
日
は
年
金
手
帳
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月　

日
・　

日

２２

２３

　
　
　

午
後
２
時
〜
６
時

場
所　

フ
ジ
グ
ラ
ン
石
井
１
階

　
　
　

す
だ
ち
ス
ト
リ
ー
ト

※
徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所
国
民

年
金
課

 　
　
　
　
 
蕁
６
５
５
―
０
９
１
１ 

国
民
年
金
保
険
料
納
付
相
談
所

　

平
成　

年
１
月　

日
よ
り
、
印

１９

１５

鑑
証
明
・
住
民
票
の
様
式
が
変
更

さ
れ
て
い
ま
す
。

●
印
鑑
証
明

　

証
明
書
の
大
き
さ
が
（
Ａ
５
・

横
）
に
変
わ
り
、
証
明
の
公
印
が
、

電
子
印
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
住
民
票

　

い
ま
ま
で
の
世
帯
全
員
の
住
民

票
は
、
世
帯
員
１
人
ご
と
に
住
民

票
を
作
成
し
、
全
員
分
を
綴
っ
て

い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
証
明
様
式
の
変

更
に
よ
り
、
１
枚
に
４
人
分
の
表

示
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
証
明
の
公
印
が
電
子
印

に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
住
民
課

 　
　
　
　
 
蕁
６
７
４
―
１
１
１
４ 

（８）平成１９年１月２８日広 報 い し い第１３７号

証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式のののののののののののののののののののの証明様式の
変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更ににににににににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいいいいいいいてててててててててててててててててててて変更について

《これからの様式》 《いままでの様式》 〈
住
民
票
様
式
の
比
較
〉
４
人
世
帯
の
場
合

１枚で４人分の証明が出来ます。
１人づつの住民票を作成し、４枚
の住民票を綴っていました。

蛞



　

糖
尿
病
が
恐
ろ
し
い
の
は
、
生

命
に
関
わ
る
重
大
な
合
併
症
を
引

き
起
こ
す
か
ら
と
い
う
こ
と
は
前

回
お
話
し
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
今

回
は
、
糖
尿
病
に
な
ら
な
い
た
め

に
、
そ
の
予
防
法
に
つ
い
て
お
話

し
し
ま
す
。

★
糖
尿
病
の
種
類

　

糖
尿
病
に
は
い
く
つ
か
の
種
類

が
あ
り
ま
す
。
代
表
的
な
の
が
１

型
糖
尿
病
・
２
型
糖
尿
病
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
は
下
記
表
①
の

と
お
り
で
す
。

　

わ
が
国
の
糖
尿
病
患
者
の　

％
９５

以
上
を
占
め
て
い
る
の
が
２
型
糖

尿
病
で
、
患
者
数
が
増
加
し
問
題

と
な
っ
て
い
る
の
も
こ
の
タ
イ
プ

で
す
。
２
型
糖
尿
病
は
表
①
の
と

お
り
、
発
症
に
生
活
習
慣
が
大
き

く
関
係
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
病

気
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
生
活

習
慣
を
改
善
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。 

★
生
活
習
慣
を
見
直
そ
う

　

糖
尿
病
の
予
防
法
と
し
て
は
、

正
し
い
食
生
活
と
運
動
習
慣
を
身

に
つ
け
て
肥
満
を
防
ぐ
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

 

〈
食
生
活
の
ポ
イ
ン
ト
〉

◎
大
切
な
の
は
食
べ
す
ぎ
な
い
こ

と
と
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る

こ
と

〈
運
動
の
ポ
イ
ン
ト
〉

◎
運
動
に
よ
り
筋
肉
を
つ
け
て
脂

肪
の
つ
き
に
く
い
体
づ
く
り
を

す
る

　

健
康
メ
モ
で
は
、
計
４
回
の
シ

リ
ー
ズ
で
糖
尿
病
の
現
状
か
ら
病

態
・
予
防
に
つ
い
て
お
話
し
し
て

き
ま
し
た
が
、
い
か
が
だ
っ
た
で

し
ょ
う
か
。
病
気
を
予
防
す
る
た

め
に
は
、
そ
の
病
気
に
つ
い
て
、

よ
く
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
今

回
の
シ
リ
ー
ズ
を
通
し
て
、
ひ
と

り
で
も
多
く
の
方
が
糖
尿
病
に
つ

い
て
知
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
病

気
を
予
防
す
る
手
助
け
に
な
れ
ば

と
願
っ
て
い
ま
す
。

 

（９） 平成１９年１月２８日　第１３７号広 報 い し い

　
　

健
康
メ
モ

〜
糖
尿
病
④
〜

糖
尿
病
の
予
防
に
つ
い
て

２型糖尿病１型糖尿病

４０歳以上に多い１５歳未満の小児に多い
発症
年齢

・生活習慣の乱れ（食べすぎ、
運動不足による肥満）

・加齢

・ウイルスや免疫異常による
・生活習慣は関係ない

発症
要因

（表①・糖尿病の種類）　

ま
ず
は
自
分
の
生
活
習
慣
を

見
直
し
、
で
き
る
こ
と
か
ら
実

践
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
野
菜
を
１
日
に
３
５
０
ｇ
以

上
食
べ
る
（
生
の
状
態
で
両

手
い
っ
ぱ
い
が
約
３
５
０

ｇ
）

②
朝
食
は
抜
か
ず
、
３
度
の
食

事
は
規
則
正
し
く

③
腹
七
分
目
で
食
べ
す
ぎ
な
い

④
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事

を
す
る
（
基
本
は
主
食
（
ご

飯
、
パ
ン
、
麺
）・
主
菜
（
肉
、

魚
、
卵
な
ど
）・
副
菜
（
野
菜
）

の
あ
る
食
事
）

⑤
甘
い
も
の
な
ど
、
糖
質
の
摂

取
は
控
え
る
（
糖
質
と
い
っ

て
も
ご
飯
を
食
べ
ず
お
か
ず

の
み
に
す
る
な
ど
は
禁
物
）

⑥
塩
は
控
え
め
に
、
脂
肪
は
と

り
す
ぎ
な
い

①
ひ
と
り
で
で
き
る
運
動
（
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
）
を
選
び
、

で
き
る
だ
け
毎
日
同
じ
だ
け

行
う
（
１
日
に　

〜　

分
を

２０

３０

目
安
に
）

②
準
備
運
動
・
整
理
運
動
を
必

ず
行
う

③
運
動
の
強
度
は
き
つ
す
ぎ
ず
、

楽
す
ぎ
ず
（
少
し
汗
ば
み
、

隣
の
人
と
楽
に
会
話
が
で
き

る
程
度
の
運
動
）

④
食
後
１
〜
２
時
間
後
に
行
う

（
食
後
１
〜
２
時
間
後
の
運

動
は
血
糖
上
昇
が
抑
え
ら
れ

る
）

⑤
運
動
日
誌
を
つ
け
る
（
運
動

習
慣
を
身
に
つ
け
る
た
め
と

体
調
管
理
の
た
め
）

　

祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝
百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百
歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳

祝
百
歳

　

建
本　

貫
一　
さ
ん

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
 （
南
島
）

明
治　

年
１
月　

日
生
ま
れ

４０

１３

　

め
で
た
く
百
歳
を
迎
え
ら
れ

た
建
本
さ
ん
に
長
寿
の
お
祝
い

と
し
て
、
県
か
ら
祝
い
状
と
記

念
品
、
町
か
ら
は
祝
い
金
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

　

い
つ
ま
で
も
、
お
元
気
で
お

過
ご
し
下
さ
い
。



（１０）平成１９年１月２８日広 報 い し い第１３７号

②　歳出決算額および構成比

義務的義務的
経費経費
5353.0.0%

義務的
経費
53.0%

その他
の経費
40.6%

その他
の経費
40.6%

投資的経費投資的経費
6.4%6.4%

投資的経費
6.4%

人件費人件費
25.4%25.4%

公債費公債費
15.1%15.1%
公債費
15.1%

人件費
25.4%

扶助費扶助費
12.5%12.5%
扶助費
12.5%

普通建設事業費
6.4%

物件費
17.6%

補助費等
8.4%

繰出金
10.0%

維持補修費
2.6%

積立金
2.0%

①　歳入決算額および構成比

自主財源自主財源
45.445.4％
自主財源
45.4％

依存財源
54.6%
依存財源
54.6%

町税町税
31.0%31.0%
町税
31.0%

繰越金繰越金
3.9%3.9%
繰越金
3.9%

繰入金
3.6%

使用料及び手数料
3.4%諸収入

2.3%
分担金及び負担金

1.2%

地方交付税
29.4%

国庫
支出金
6.9%

県支出金
5.6%

町債
4.6%

地方消費税
交付金
2.9%

地方譲与税
2.8%

地方特例交付金
1.1%

自動車取得税交付金0.6%

利子割交付金0.3%
株式等譲渡所得割交付金0.2%
配当割交付金0.1%
交通安全対策特別交付金0.1%

歳入

歳出

（単位：千円）
区　　　　分 決算額 構成比

合　　　　計

義務的
経　費

投資的
経　費

その他
の経費

人件費
公債費
扶助費
普通建設事業費
災害復旧事業費
物件費

補助費等
繰出金

維持補修費
積立金
投資及び出資金

1,821,939
1,078,183
898,974
454,731

0

1,264,061

604,132
716,866

184,776
141,500

133
7,165,295

25.4%
15.1%
12.5%
6.4%
0.0%
17.6%

8.4%
10.0%

2.6%
2.0%
0.0%
100%

歳出

（単位:千円）

区　　　　分 決算額 構成比
町税
繰越金
繰入金
使用料及び手数料
諸収入
分担金及び負担金
財産収入
寄付金
地方交付税
国庫支出金

町債
県支出金

地方消費税交付金
地方譲与税
地方特例交付金
自動車取得税交付金
利子割交付金

配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金

交通安全対策特別交付金
合　　　　計

自
主
財
源

依
存
財
源

2,301,473

265,968
287,126

253,657
170,564
91,255
3,204

0
2,183,793
508,297

344,800
418,263

214,453
207,239
82,921
42,365
22,201
13,577
6,990
4,266

7,422,412

31.0%

3.6%
3.9%

3.4%
2.3%
1.2%

0.0%
0.0%

29.4%
6.9%

4.6%
5.6%

2.9%
2.8%
1.1%
0.6%
0.3%
0.2%
0.1%
0.1%
100%

歳入

　地方自治体における会計は、一般会計と特定の場合に設置される特別会計とによって
構成されています。
　個々の地方自治体ごとで各会計の範囲が異なっているため、 各市町村の財政状況を比
較する場合、統計上統一的に普通会計という会計区分がよく用いられています。石井町
では、一般会計と住宅新築資金等貸付事業特別会計とによって構成されています。

平成17年度石井町普通会計決算

平成１７年度石井町普通会計決算額および構成比



（１１） 平成１９年１月２８日　第１３７号広 報 い し い

〈図Ｂ〉町債残高構成（一般会計）

20%

19%

8%2%
10%

41%

ゴミ処理関係

飯尾川公園関係

学校関係

し尿関係

街路関係

その他

　石井町の普通会計における町
債と積立金の平成１７年度末現在
高は〈表１〉、過去１０年間の推
移が〈図Ａ〉のとおりとなって
います。

　ごみ処理･飯尾川公園･し尿処理場等に関する
町債残高が一般会計町債残高の約４７％を占めて
います。〈図Ｂ〉
　また、町債の返済を公債費といい、人件費･
扶助費と並び義務的経費に挙げられます。
　石井町の普通会計における義務的経費の状況
は、〈表２〉のとおりとなっています。
  なお、石井町では平成１６年度以降、一時借入
れは行っていません。

〈表１〉町債・積立金現在高

平成17年度末現在高

町　債

積立金

10,052,881千円

3,932,299千円

平成17年度決算額

公債費

扶助費

人件費

合　計

1,078,183千円

1,821,939千円

3,799,096千円

898,974千円

〈表２〉義務的経費の状況
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〈図A〉町債・積立金年度末現在高の推移
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竹内　奨真さん（城ノ内）

イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
ラララララララララララララララララララララ
ススススススススススススススススススススス
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹
介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介

ラ
ス
ト
紹
介
か
な
ら
ず
黒
の
油
性
ペ
ン
で
書
い
て
ネ
！

木内　珠美さん（中島） 笠井　敏江さん（南島）木内　仁美さん（中島）

麻植　萌花さん（平島） 笠井　理帆さん（南島） 小笠　海咲さん（下浦）

　○に入る言葉は何でしょう。
【問１】所得税・贈与税の確定申告は、３月○○日が申告・納付の期限です。
【問２】徳島県の最低賃金は○○○円です。
　上記の問に答えてください。
　ハガキに記入例のように答えを書いて、応募方法により２月２８日（水）役場必着
でご応募下さい。
　抽選で１０名の方に１,０００円の図書カードを進呈します。（総額１万円）
　また、クイズの答えの後にイラスト・俳句・教えて欲しい事など、どんどん書
いて応募してくださいね。

図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーードドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドををををををををををををををををををををを当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当てててててててててててててててててててててよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよううううううううううううううううううううう！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報クククククククククククククククククククククイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズ図書カードを当てよう！広報クイズ

１０月号の当選者（敬称略） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※１０月号の答え「①人権　②５０」
林絵美、林明美、宮前茉穂（石井）、山口テル子（下浦）、冨士本賢吾（上浦）、松浦町子（中島）、
武知アサ子（高川原）、井上澄子、遠藤佐代子（加茂野）、藤岡範子（桜間）

※記載例
　

【問１】－○○日
【問２】－○○○円
住所・氏名（フリガナ）・年
齢（または学年）
イラスト・俳句など

山口　ちかさん（下浦）

ふれあい広場

みんなのページ
だよ！
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平
成　

年　

月
９
日
、
総

１８

１２

ぐ
る
み
人
権
啓
発
研
修
大
会

が
、
約
５
７
０
名
の
参
加
者

を
迎
え
、
石
井
町
中
央
公
民

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
人
権
作
文
優

秀
作
品
の
表
彰
・
作
品
発
表
、

人
権
作
文
特
別
発
表
、
石
井

中
生
徒
、
保
護
者
の
皆
さ
ん

に
よ
る
人
権
劇
「
私
た
ち
の

 
明
日 
」
の
上
演
、
名
西
高
校
の

あ
し
た

皆
さ
ん
に
よ
る
人
権
コ
ン
サ

ー
ト
が
行
わ
れ
、
人
権
に
つ

い
て
考
え
る
機
会
を
持
ち
ま

し
た
。

総
ぐ
る
み
人
権
啓
発
研
修
大
会

応　

募　

方　

法

短
歌
・
俳
句
・

　
　

川
柳
紹
介

星
空
に

　

満
月
一
つ

　
　
 
神  
 々 
光  
 々
と

こ 

う 

こ 

う

　

明
日
の
日
本
に

　
　

幸
多
か
れ
と

山
口
テ
ル
子
さ
ん
（
下
浦
）

プ
ー
ル
に
て

　

枯
れ
に
し
容
姿

　
　

は
じ
ら
い
つ

　

介
ご
予
防
や

　
　

浮
力
た
よ
り
に

井
上　

澄
子
さ
ん
（
加
茂
野
）

立
ち
止
ま
り

　

目
を
閉
じ
顔
を

　
　

近
づ
け
る

　

キ
ン
モ
ク
セ
イ
の

　
　

香
り
ほ
の
か
に

中
川
美
智
子
さ
ん
（
下
浦
）

穏
や
か
な

　

新
春
明
け

　
　

お
年
玉

孫
の
ほ
ほ
笑
み

　
　

幸
せ
ね
が
う

中
山　

幸
子
さ
ん
（
関
）

輝
き
て

　

真
赤
な
大
き
な

　
　

太
陽
が

　

つ
る
べ
落
し
に

　
　

沈
む
秋
空

後
藤
カ
ツ
ヱ
さ
ん
（
東
高
原
）

眺
め
ゆ
く

　

オ
レ
ン
ジ
色
の

　
　

柿
の
実
に

　

今
年
も
再
会

　
　

秋
の
夕
暮
れ

美
馬
ト
シ
子
さ
ん
（
下
浦
）

春
祭
り

　

年
に
一
度
の

　
　

響
き
あ
り

藤
岡　

範
子
さ
ん
（
桜
間
）

白 
木
槿 
む
く
げ

　

い
の
ち
短
く

　
　

萎
れ
落
つ

野
口　

直
之
さ
ん
（
重
松
）

 

夕
暮
れ
に

　

ほ
の
か
に
色
付
く

　
　

秋
桜
よ

粟
飯
原
恵
実
さ
ん
（
石
井
）

つ
る
し
柿

　

甘
さ
増
か
な

　
　

北
の
風

喜
多　
　

盛
さ
ん
（
石
井
）

輝
い
て

　

二
人
の
孫
の

　
　

初
舞
台

泉　
　

史
子
さ
ん
（
下
浦
）

老
い
が
来
て

　

体
の
疲
れ

　
　

し
み
じ
み
と

浦
山　

操
子
さ
ん
（
城
ノ
内
）

●
ハ
ガ
キ
で

　

◆
広
報
ク
イ
ズ

　

◆
短
歌
、
俳
句
、
川
柳

　

◆
イ
ラ
ス
ト
（
か
な
ら
ず
黒
の

油
性
ペ
ン
で
書
い
て
く
だ
さ

い
・
カ
ラ
ー
不
可
）

　

◆
サ
ー
ク
ル
紹
介

　

◆
作
っ
て
欲
し
い
コ
ー
ナ
ー
・

教
え
て
欲
し
い
事
な
ど

●
封
書
で

　

◆
赤
ち
ゃ
ん
紹
介
（
３
歳
前

後
・
写
真
、
コ
メ
ン
ト
を
同

封
し
て
く
だ
さ
い
）

　

◆
広
報
い
し
い
の
表
紙
を
飾
る

写
真
（
未
発
表
作
に
限
り
ま

す
）

　

住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
年

齢
（
ま
た
は
学
年
）
を
か
な
ら
ず

書
い
て
郵
便
で
お
送
り
下
さ
い
。

　

な
お
、
応
募
多
数
の
場
合
は
掲

載
で
き
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
応
募
ハ
ガ
キ
等
は
お
返

し
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

〒７７９－３２９５

高
川
原
字
高
川
原
一
二
一
―
一

石
井
町
役
場

　
　
　
　
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
係
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トップページ

　地福寺の「藤」、前山公園
の「桜」、天神・矢上の「銀杏」と
石井町の名所を紹介するＣＧＩを
作成しました。閲覧できない
場合は、ＦＬＡＳＨＰＬＡＹＥＲをダ
ウンロードしてください。
　避難場所や休日当番医をお   
知らせする「救急・防災」コー
   ナーは、是非ご覧下さい。

暮らしの案内

　「メインメニュー」の１つ。
町が行っている業務や事業を１１
項目に分類し、紹介しています。
町の業務を知りたいときに、とて
も役立つ内容です。

お知らせ一覧

「メインメニュー」の１つ。
各課よりイベントの開催や募集、申
請受付などのお知らせを投稿してい
ます。新着記事は、トップページの
「町からのお知らせ」に掲載されて

います。　　　　　　　　

この他にも、石井町の観光スポットを紹介するページやいしい音頭・石井町民の歌を
紹介しているページ、石井町中央公民館図書室の図書検索などがあります。今後さら
に内容を充実していく予定です。ぜひ、石井町ホームページをご活用下さい。

石井町ホームページをリニューアルしました。
デザインを一新し、町からの情報を充実させています。

l

発行／石井町　編集／企画財政課　印刷／板東印刷


